Chasing Islam and Marriage by 佐々木, あや乃 et al.
147
佐々木あや乃「イスラムと結婚を追いかけて」（八木久美子著『神の嘉する結婚—イスラームの規範と現代社会』）/






























　エジプトで 2010 年夏に流行した「結婚したい」という人気連続 TV ドラマの紹介を通
して、現在のエジプトでは家族の形態も異なってきたことや、女性の識字率も向上したこ



































































































































SASAKI, Ayano. "Chasing Islam and Marriage." (On YAGI, Kumiko. Marriage in Islam: Islamic Jurisprudence and 
Contemporary Muslim Life.)
そう考える時、「宗教に縛られ身動きができなくなっている彼らと、自らの意志で自由に
選択していく私たち」（p.13）という二項対立の図式など、実際には存在していないという
事実に我々を気づかせてくれるのもまた、本書なのである。
　余談だが、中東を代表する物語文学『千一夜物語』には、しばしば夫が妻を「伯父の娘
よ！」、妻が夫を「伯父の息子よ！」と呼ぶ合う場面が登場する。筆者は長らく、夫婦間
で不思議な呼び方をするものだと思っていた。筆者のフィールド、イランでもいとこ婚が
今でも行われているのは知ってはいたが、本書内での「内婚」という並行いとことの結婚
についての記述を目にし、『千一夜物語』の呼称の謎が一気に氷解したのである。
　閑話休題。日本人にとって理解しがたい宗教や信仰として、歩み寄りづらく見えにくい
高い壁であり続けているように見える「イスラム」。ペルシア文学を基軸とし、イランと
その文化に親しんできた筆者もまた、「イスラム」に対する理解が日本社会で浸透しづら
いことを長年にわたって歯がゆく思う一人である。時代による社会の変化に伴う結婚観の
変遷を「イスラム」を軸として丹念に探る作業に基づいた本書が、日本人のイスラムへの
関心と理解を大いに深めてくれる一助となり、読者の視野を広げてくれることを確信し、
筆者は本書に俄然勇気づけられたのである。
（佐々木あや乃）
 　
